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暮らし・人・地域を豊かに

地域資源をいかした活力あふれる産業づくり

開かれた行財政づくり

未来をになう人づくり

歳入（収入）内訳

三陸復興国立公園管理事業　687万円
　国立公園内の清掃のほか、景観を保持するための
支障木の除去や山ツツジの移植作業などを行いま
す。
観光ＰＲ事業　632万円
　町の観光資源の掘り起こしとそのＰＲ事業を展開
します。また俳句の句碑も兼ねた、みちのく潮風ト
レイル看板設置も行います。

集会所駐車場舗装事業　552万6千円
　蒼前・赤保内・耳ケ吠東の各集会所の駐車場につ
いて、舗装工事を行います。

町勢要覧作成事業　427万7千円
　4年に一度発行している町勢要覧の作成を行いま
す。

道仏コミュニティセンター（仮称）整備事業
　　　　　　　　　　　　　　　3億4,324万5千円
　体育館と集会所機能を併せ持つコミュニティセン
ターを整備します。平成 27 年度は新築工事を行い
ます。

道仏中学校外トイレ改修事業　649万8千円
　老朽化により使用不可能となった道仏中学校の外
トイレの改修工事を行います。

体育施設活用事業　547万5千円
　各小中学校の体育館等の有効活用のため学校施設
を開放するのに伴い、開放日等の利用調整や開放指
導員の配置を行います。

地域伝統芸能等保存事業　118万8千円
　次世代の後継者たちへ伝承するため、これまで映
像記録に残されていない西光寺ナニャドヤラを記
録・保存します。

一般会計予算を
町民 1 人当たりに換算すると
416,195円（前年度 424,429 円）
1 世帯当たりに換算すると　
1,011,178円（前年度 1,047,899 円）

一般会計　58億8,000万円（対前年度比3.0％減）
特別会計　37億4,183万4千円（対前年度比9.6％増）

全 会 計　96億2,183万4千円（対前年度比1.6％増）
※H27.1.1現在　総人口 14,128人／世帯数 5,815世帯

＜ご覧ください＞
平成 27 年度当初予算主要施
策説明書を町ホームページ
に掲載しています。

町民税　　　4億 4,963 万 2 千円

固定資産税　4億　594 万 6千円

軽自動車税	 3,418 万 8 千円

町たばこ税	 8,288 万　　円

鉱産税	 412 万 6 千円

分担金及び負担金	 792 万 5 千円

使用料及び手数料	 2,774 万 1 千円

財産収入	 181 万 1 千円

寄附金	 1 千円

繰越金	 1,000 万　　円

地方譲与税	 7,100 万　　円

利子割交付金	 100 万　　円

配当割交付金	 20 万　　円

株式等譲渡所得割交付金	 9 万　　円

地方消費税交付金	 1 億 2,900 万　　円

ゴルフ場利用税交付金	 817 万 4 千円

自動車取得税交付金	 800 万　　円

地方特例交付金	 380 万　　円

交通安全対策特別交付金	 145 万　　円

町税内訳 その他①内訳

その他②内訳

依存財源
70.8％

繰入金
5億5,464万3千円

(9.4%）

諸収入
1億3,915万2千円

(2.4%）

その他①
4,747 万 8 千円
(0.8%)

町税
9億7,677万2千円
(16.6%）

その他②
2億2,271万4千円

(3.8%)

町債
6億4,780万円
(11.0%)

国庫支出金
7億 702万6千円
(12.0%)

民生費
13億8,226万4千円

(23.5%)

総務費
10億3,222万2千円

(17.5%)

公債費
8億2,077万9千円
(14.0%）

教育費
9億6,130万2千円

(16.3%)

土木費
7億7,346万7千円
(13.2%）

衛生費
4億 302万6千円

(6.9%)

農林水産業費
2億8,235万7千円

(4.8%)

その他
2億2,458万3千円

(3.8%)
議会費　 9,703万5千円
消防費 6,357万4千円
商工費　 3,981万9千円
諸支出金 33万1千円
災害復旧費　 12万2千円
労働費　　　　　 0千円
予備費　 2,370万2千円

県支出金
4億 858万7千円

(7.0%)
地方交付税

21億7,582万8千円
(37.0%)

自主財源
29.2％

当初予算



広報はしかみ　2015・4❸

豊かなくらしと安心な生活をみんなでつくる

　平成 27年度の一般会計当初予算は、昨年度より
1億 8,000 万円の減（▲ 3.0%）としました。
　人口の減少等による個人住民税の減収、高齢化
や医療の高度化による社会保障費の増加などの影
響により町の財政運営は厳しい状況です。町民サー
ビスの向上を図り、持続可能な町政運営をめざし、
「子育て支援」「健康で豊かなくらし」「三陸復興国

立公園指定を活かした交流人口の拡大」「環境負荷
軽減に対する施策」「安全安心なくらし」に重点を
置き予算編成を行いました。
　その他、社会保障・税番号制度へ対応するため
の事業や空き家状況調査を実施するとともに、地
方公会計の推進や借入金残高の減少など財政の透
明化、健全化にも引き続き取り組みます。

①義務的経費
福祉・教育への援助経費（扶助費）	 8億 7,925 万 4千円
借入金返済（公債費）　　　　　　	 8億 2,077 万 9千円
職員給料・議員報酬等（人件費）　	 8億 1,162 万 7千円
②投資的経費
普通建設事業費　　　　　	　	　　		9 億 4,841 万 6千円
災害復旧事業費	　　　　　　　　　　　　	12万 2千円
③その他の経費
業務委託・光熱水費等（物件費）　	 9億 1,880 万 4千円
特別会計への繰出し（繰出金）　	 7億 1,512 万 3千円
負担金・補助金等（補助費等）	 6億 2,133 万 2千円
その他　　　　　　　　　　　　　	1億 6,454 万 3千円

■性質別予算の状況

特別会計

快適で安心してくらせるまちづくり

ともに生き支えあう福祉のまちづくり

歳出（支出）内訳

①
42.7%

②
16.1%

③
41.2%

　総額は、37 億 4,183 万 4 千円で、昨年度と比
較して 3億 2,917 万円の増としました。
　国民健康保険特別会計、介護保険特別会計、
公共下水道事業特別会計を増額としました。
　特に、国民健康保険特別会計については、保
険財政共同安定化事業の制度改正により、大幅
に増額しました。

国民健康保険特別会計
漁業集落排水事業特別会計
介護保険特別会計
公共下水道事業特別会計
後期高齢者医療特別会計

	 20億3,010万8千円	 2億6,747万5千円	 15.2%
	 4,104万	　	円	 ▲110万6千円	 ▲2.6%
	 12億6,240万2千円	 6,588万4千円	 5.5%
	　　3億　969万1千円	 605万5千円	 2.0%
	 9,859万3千円	 ▲913万8千円	 ▲8.5%

	 特別会計名	 当初予算額	 前年度当初予算比	 増減率

ごみ収集事業　3,752万3千円
　町内全域におけるごみ収集に係る費用です。平成
27 年度より、夏季（6月～ 9 月）は可燃ごみの収
集を週 2回行います。
防犯灯設置費補助金　1,778万8千円
　各行政区で設置する防犯灯の設置費に対する補助
金です。LED化を引き続き推進し、安全安心なまち
づくりと環境負荷軽減を図ります。
浄化槽設置費補助金　1,267万7千円
　トイレと併せて生活雑排水を処理する合併処理浄
化槽の設置を行う方に対する補助金です。平成 27
年度より補助額を増額し、合併処理浄化槽の普及促
進を図ります。
地域公共交通網形成計画策定事業　635万1千円
　コミュニティバスやスクールバスなど町の地域交
通の見直しのため、実態調査、ニーズ調査を行い、
地域の実情に合わせた「地域公共交通網形成計画」
を策定します。

子どものための教育・保育給付費　2億4,191万7千円
　平成 27 年 4月開始の「子ども・子育て支援新制度」
による、従来の保育所運営費に代わる費用です。今
後は、従来の保育園に加え、認定こども園や新制度
に移行する幼稚園についても対象となります。
　これまでの保護者負担金よりも軽減し、子育て世
代の負担軽減を図ります。

健康寿命延伸事業　335万8千円
　町の食材を生かし減塩や野菜摂取を重点とした
「はしかみ美味しい健康レシピ」の普及、啓発をし
ます。また、健康づくりに取り組む団体に対して「協
働の健康づくり支援事業費補助金」を交付し、地域
住民の健康増進につなげます。

主な事業と予算

依存財源
70.8％

繰入金
5億5,464万3千円

(9.4%）

諸収入
1億3,915万2千円

(2.4%）

その他①
4,747 万 8 千円
(0.8%)

町税
9億7,677万2千円
(16.6%）

その他②
2億2,271万4千円

(3.8%)

町債
6億4,780万円
(11.0%)

国庫支出金
7億 702万6千円
(12.0%)

民生費
13億8,226万4千円

(23.5%)

総務費
10億3,222万2千円

(17.5%)

公債費
8億2,077万9千円
(14.0%）

教育費
9億6,130万2千円

(16.3%)

土木費
7億7,346万7千円
(13.2%）

衛生費
4億 302万6千円

(6.9%)

農林水産業費
2億8,235万7千円

(4.8%)

その他
2億2,458万3千円

(3.8%)
議会費　 9,703万5千円
消防費 6,357万4千円
商工費　 3,981万9千円
諸支出金 33万1千円
災害復旧費　 12万2千円
労働費　　　　　 0千円
予備費　 2,370万2千円

県支出金
4億 858万7千円

(7.0%)
地方交付税

21億7,582万8千円
(37.0%)

自主財源
29.2％

平成 27年度
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防
災
公
共
フ
ォ
ー
ラ
ム

3.11
東日本大震災から４年が経過

　

３
月
15
日
、
青
森
県
は
八
戸
グ

ラ
ン
ド
ホ
テ
ル
を
会
場
に
防
災
公

共
フ
ォ
ー
ラ
ム
を
開
催
し
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
県
が
提
唱
し
取
り
組
み

を
進
め
て
い
る
防
災
公
共
を
広
く

地
域
に
広
め
る
こ
と
を
目
的
に
開

催
さ
れ
た
も
の
で
す
。

　

会
場
は
関
係
者
の
ほ
か
町
民
ら

も
訪
れ
、
約
３
０
０
人
が
参
加
。

井
口
泰
孝
氏
教
授
（
東
北
大
学
）

が
「
ま
ず
は
自
分
で
自
分
の
命
を

守
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
し

て
、
お
互
い
が
ど
う
や
っ
て
助
け

合
う
か
が
大
切
」
と
講
演
し
ま
し

た
。
ま
た
、
県
に
よ
る
防
災
公
共

の
考
え
方
と
推
進
計
画
の
策
定
内

容
に
つ
い
て
の
説
明
や
、
三
村

申
吾
県
知
事
な
ど
に
よ
る
パ
ネ
ル

デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
を
実
施
。
そ

れ
ぞ
れ
の
立
場
か
ら
体
験
し
、感
じ

た
こ
と
な
ど
が
発
表
さ
れ
ま
し
た
。

　

３
月
11
日
、
東
日
本
大
震
災
が

発
生
し
て
か
ら
４
年
が
経
過
し
た

こ
と
か
ら
、
町
は
３
・
11
津
波
防

災
パ
レ
ー
ド
を
行
い
ま
し
た
。

　

パ
レ
ー
ド
に
は
町
職
員
の
ほ
か
、

階
上
町
消
防
団
、
階
上
分
署
、
防

犯
指
導
隊
が
参
加
。
大
蛇
漁
港
か

ら
小
舟
渡
海
岸
ま
で
沿
岸
部
の
道

路
を
走
行
し
「
あ
の
大
震
災
を
忘

れ
る
こ
と
な
く
、
津
波
防
災
に
対

す
る
意
識
を
高
め
、
災
害
に
対
す

る
備
え
を
深
め
ま
し
ょ
う
」
と
啓

発
活
動
を
行
い
ま
し
た
。

　

大
蛇
小
学
校
で
行
っ
た
出
発
式

で
は
、
大
蛇
小
学
校
と
小
舟
渡
小

学
校
の
児
童
が
「
大
震
災
で
体
験

し
た
こ
と
を
風
化
さ
せ
る
こ
と
な

く
、
地
域
の
絆
の
も
と
未
来
へ
伝

え
て
い
き
ま
す
」
と
宣
誓
。
浜
谷

豊
美
町
長
は
「
町
で
１
人
の
犠
牲

者
も
出
な
か
っ
た
の
は
皆
さ
ん
の

努
力
の
お
か
げ
。
東
日
本
大
震
災

の
発
生
か
ら
４
年
が
経
つ
が
防
災

意
識
が
低
下
し
な
い
よ
う
、
大
き

な
地
震
な
ど
が
発
生
し
た
ら
す
ぐ

避
難
す
る
こ
と
を
こ
れ
か
ら
も
呼

び
掛
け
て
い
く
」
と
あ
い
さ
つ
し

ま
し
た
。

　

ま
た
、
当
日
は
風
が
強
く
厳
し

い
寒
さ
で
し
た
が
、
大
蛇
小
学
校

児
童
や
小
舟
渡
小
学
校
児
童
も
パ

レ
ー
ド
に
参
加
し
、
手
を
振
っ
て

消
防
団
ら
を
応
援
し
ま
し
た
。

３
・
11
津
波

防
災
パ
レ
ー
ド

　あの日から 4 年―。平成 23 年 3 月 11 日、東日本大震災が発生。
　町では、震災から復旧・復興するため、様々な取り組みをしています。今回は、防災公共フォーラムと
津波防災パレードを紹介するとともに、約 1 年間の復興に向けた主な取り組みをお知らせします。

～ 復興に関する 26 年度の主な取り組み状況 ～
◆２６年　４月　１日　　青森県震災アーカイブシステムの運用開始
　　　　　　　　　　　　（八戸市、三沢市、おいらせ町、階上町の共同運用）
◆２６年１１月２３日　　東部地区自主防災組織総合防災訓練の実施
◆２６年１２月２６日　　大蛇踏切・追越浜線避難路整備工事開始（２７年度　完成予定）
◆２７年　１月　９日　　津波避難誘導標識等設置工事実施設計業務完了（２７年度　工事実施予定）
◆２７年　３月１１日　　３・１１津波防災パレード実施（町内海岸線道路）
◆２７年　３月１５日　　防災公共フォーラム共催



広報はしかみ　2015・4❺

教職員の人事異動

町職員の人事異動

4月1日付けで教職員の人事異動が次のように発令されました。
（　）は前任校

3月 31 日付けと 4月 1日付けで町職員の人事異動が
次のように発令されました。

■ 3 月 31 日付け
　【退職】
　産業振興課参事　沼沢　範雄
　議会事務局参事　上野　文生
　教 育 課 参 事　桑原　英世
　税 務 課 主 査　松村美智子
　総 務 課 課 付　中田　由明

■ 4 月 1 日付け
　（　）は旧職名、GLはグループリーダーの略称
　【参事級】
　税 務 課 参 事　地代所康二（建設課参事）
　産業振興課参事　南　　正人（会計管理者）
　建 設 課 参 事　野沢　雅浩（町民生活課参事）
　会 計 管 理 者　長根　　工（税務課参事）
　【課長級】
　町民生活課課長　嶌守　利明
	 （教育課副参事　石鉢ふれあい交流館長）
　議会事務局事務局長	 澤田　　充（税務課副参事　賦課・収納GL）
　教 育 課 課 長　地代所　誠（教育課副参事　学校教育 GL）
　【副参事級】
　教育課副参事	 学校教育 GL　西山　圭一
	 （教育課副参事　社会教育 GL）
　教育課副参事	 石鉢ふれあい交流館館長　髙屋敷いと
	 （町民生活課総括主幹）
　【総括主幹級】
　総務課総括主幹	 下平　有香（総務課主幹）
　総合政策課総括主幹	 榊　　寛子（税務課主幹）
　総合政策課総括主幹	 野沢　香織（総合政策課主幹）
　税務課総括主幹	 賦課・収納 GL　平戸　真澄
	 　　　　　	（総務課総括主幹）
　町民生活課総括主幹	 荒道　敬子（町民生活課主幹）
　保健福祉課総括主幹	 上　　厚子（産業振興課主幹）
　産業振興課総括主幹	 森　　　淳（産業振興課主幹）
　産業振興課総括主幹	 荒道　真一（産業振興課主幹）
　建設課総括主幹	 小笠原博文（建設課主幹）

　【総括主幹級】
　建設課総括主幹　大谷地勝年（建設課主幹）
　出納室総括主幹　木村真由美（出納室主幹）
　教育課総括主幹　川向　順子（建設課総括主幹）
　教育課総括主幹　社会教育 GL　金見　靖子
	 　　　　（保健福祉課総括主幹）
　教育課総括主幹　境　　宏幸（教育課主幹）
　教育課総括主幹　前田　美幸（教育課主幹）
	【主幹級】
　建 設 課 主 幹　田村　綾子（保健福祉課主幹）
	【主査級】
　総 務 課 主 査　村元　大介（総合政策課主査）
　町民生活課主査　石鉢ふれあい交流館勤務
　	 濵谷　　彰（教育課主査）
　産業振興課主査　境　　祥子（町民生活課主査）
 【主事級】
　総 務 課 主 事　県派遣　程熊　嘉寛
	 　　　　　		（産業振興課主事）
　総 務 課 主 事　下村　優太（町民生活課主事）
　総 務 課 主 事　外井　　悟（教育課主事）
　税 務 課 主 事　塩谷麻美子（保健福祉課主事）
　税 務 課 主 事　海野　晃弘（保健福祉課主事）
　税 務 課 主 事　泉山　静香（保健福祉課主事）
　町民生活課主事　佐々木優衣（教育課主事）
　保健福祉課主事　工藤　恵美（教育課主事）
　産業振興課主事　副島　寛明（建設課主事）
　産業振興課主事　伊藤　直美（総合政策課主事）
　建 設 課 主 事　鳥谷部靖晃（税務課主事）
　教 育 課 主 事　前田奈緒美（出納室主事）
	【新採用】
　総合政策課主事　後村　　翼
　町民生活課主事　西　　琢郎
　保健福祉課主事　中田江梨子
　保健福祉課主事　渡邊　美穂
　教 育 課 主 事　十文字綾紀
　教 育 課 主 事　中村　亮太

　【校長】
　石 鉢 小　澤口　孝之（五戸町立倉石小）
　赤保内小　田中　　强（南部町立南部小）
　道 仏 小　山口　裕子（大蛇小）
　大 蛇 小　種市　成克（青森市立新城中央小）
　【教頭】
　赤保内小　大手　宏秀（三戸町立斗川小）
　小舟渡小　小野　隆雄（南部町立剣吉小）
　階 上 中　田中　康文（五戸町立川内中）
　道 仏 中　永井　斉孝（八戸市教育委員会）
　【教諭等】
　階 上 小　教　諭　高橋　圭子（八戸市立青潮小）
　階 上 小　教　諭　種市　英明（南部町立福地小）
　階 上 小　養　助　神山みつき（階上小）
　階 上 小　臨時事務　野呂めい子（階上小）
　石 鉢 小　教　諭　赤塚　　徹（南部町立剣吉小）
　石 鉢 小　教　諭　工藤真理美（道仏小）
　石 鉢 小　教　諭　圓子　靖子（南部町立福地小）
　石 鉢 小　教　諭　松浦　晃子（八戸市立柏崎小）
　石 鉢 小　教　諭　齊藤　美香（新採用）
　石 鉢 小　総括事務　松橋るり子（八戸市立三条中）
　石 鉢 小　講　師　田邊　尚史（石鉢小）

　【教諭等】
　石 鉢 小　講　師　秋山　太一（石鉢小）
　石 鉢 小　講　師　小泉　道子（赤保内小）
　赤保内小　教　諭　高橋　正一（五戸町立五戸小）
　赤保内小　養　教　赤坂　真紀（三戸町立三戸中）
　赤保内小　総括事務　佐々木　譲（赤保内小）
　赤保内小　栄養士　蛭子　　歩（今別町立今別小）
　赤保内小　講　師　竹内美加子（赤保内小）
　道 仏 小　教　諭　鳥潟　昌也（県立八戸聾学校）
　道 仏 小　教　諭　工藤　孔子（階上小）
　道 仏 小　養　助　馬場奈菜子（道仏小）
　大 蛇 小　教　諭　宍戸　利徳（南部町立福田小）
　大 蛇 小　事務主幹　見附　淑子（大蛇小）
　大 蛇 小　養　助　馬場　絵里（大蛇小）
　階 上 中　教　諭　上野　直美（新採用）
　階 上 中　教　諭　鈴木小百合（南部町立福地中）
　階 上 中　教　諭　工藤　耕太（南部町立名川中）
　階 上 中　講　師　成田　弘子（八戸市立下長中）
　階 上 中　講　師　西野眞理子（階上中）
　階 上 中　講　師　木村　　新（五戸町立五戸中）
　道 仏 中　教　諭　三浦　　康（南部町立南部中）
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佐
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介
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総
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恵
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　幹
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総
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主
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沢
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　事

　
　小
守

　陽
貴
・
塩
谷
麻
美
子
・
泉
山
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総
括
主
幹
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水
恵
美
子

主
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　山
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　晃
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端

　文
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・
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総
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主
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麻
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・
石
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査
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長
（
兼
地
代
所
教
育
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長
）

会
計
管
理
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出
納
室
長
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務
取
扱
）

　
　
　
長
根

　
　工

栄

養

士

　
　蛭
子

　
　歩
（
県
派
遣
職
員
）

総
括
主
幹

　
　前
田

　美
幸

（
兼
濵
谷
主
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）

総
括
主
幹
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村
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幸

書
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兼
佐
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兼
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）
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　歩
（
県
派
遣
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員
）

町長　浜谷　豊美

副町長　沼沢　範雄
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公民館自主活動グループ　会員募集公民館自主活動グループ　会員募集

階上陶芸クラブ陶芸サークル
　日程等の詳細は募集締め切り後、別途お知らせし
ます。開所式は 5月 19日（火）です。
■講　　師　八戸焼窯元　渡辺真樹　氏
　　　　　　（青森県伝統工芸士）
■場　　所　陶芸作業所（道仏字浜久保アスナ公園隣）
■開催期間　5月～ 10月　月 2回開催
■時　　間　10：00 ～15：00　
■募集人数　30人程度
■参加費用　年会費
　　　　　　3,000 円
　　　　　教材費（粘土代）
　　　　　　　　3,000 円
■締　切　5月 8日（金）

【申・問】階上陶芸クラブ代表　山本　☎ 88-4199
【申・問】陶芸サークル代表　橋本

　☎ 090-8781-3969

はしかみ Hot! ニュース

無
事
故
を
目
指
し
て

前
田
常
男
さ
ん
表
彰

交
通
事
故
抑
止
祈
願
祭

旭
日
単
光
章
を
受
章

　

町
と
八
戸
地
区
交
通
安
全
協
会

階
上
支
部
は
２
月
20
日
、
寺
下
潮

山
神
社
で
交
通
事
故
抑
止
祈
願
祭

を
行
い
ま
し
た
。

　

交
通
安
全
関
係
者
ら
約
50
人
が

参
加
。
関
係
機
関
の
代
表
12
人
が

玉
串
を
捧
げ
、
交
通
事
故
の
撲
滅

を
祈
願
し
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
参
加
者
を
代
表
し
、

階
上
町
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
長
の

大
前
典
男
さ
ん
が
「
私
た
ち
は
、

交
通
安
全
関
係
者
の
熱
意
を
さ
ら

に
強
め
て
、
交
通
事
故
の
な
い
安

全
で
安
心
な
ま
ち
づ
く
り
を
目
指

し
ま
す
」
と
誓
い
の
こ
と
ば
を
述

べ
ま
し
た
。

　

元
階
上
町
議
会
議
長
前
田
常
男

さ
ん
が
、
内
閣
総
理
大
臣
よ
り
旭

日
単
光
章
を
受
章
し
ま
し
た
。

　

前
田
さ
ん
は
昭
和
58
年
４
月
に

階
上
町
議
会
議
員
に
初
当
選
し
、

平
成
11
年
４
月
に
退
任
す
る
ま
で

の
間
、
４
期
16
年
の
長
き
に
わ
た

り
町
議
会
議
員
と
し
て
町
の
産
業

経
済
の
振
興
発
展
と
住
民
福
祉
の

向
上
に
貢
献
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の

間
平
成
３
年
か
ら
平
成
７
年
ま
で

は
町
議
会
産
業
経
済
常
任
委
員
会

委
員
長
を
、
平
成
７
年
か
ら
平
成

11
年
ま
で
は
階
上
町
議
会
議
長
を

歴
任
さ
れ
ま
し
た
。

　

町
議
会
議
員
に
立
候
補
す
る
前

は
民
生
・
児
童
委
員
と
し
て
昭
和

40
年
か
ら
昭
和
55
年
ま
で
の
15
年

間
、
行
政
委
員
と
し
て
昭
和
44
年

か
ら
昭
和
50
年
ま
で
の
６
年
間
歴

任
し
て
お
り
、
地
区
と
行
政
の
パ

イ
プ
役
と
な
り
地
域
住
民
の
よ
き

理
解
者
と
し
て
活
躍
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
よ
う
に
多
年
に
わ
た
り
地

域
へ
の
貢
献
度
な
ど
の
功
績
が
認

め
ら
れ
、
今
回
の
受
章
と
な
り
ま

し
た
。

　

前
田
さ
ん
の
自
宅
で
浜
谷
豊
美

町
長
よ
り
伝
達
が
行
わ
れ
、
前
田

さ
ん
は
「
受
章
を
知
り
新
聞
を
見

た
と
こ
ろ
、
全
国
で
３
人
し
か
受

章
者
が
い
な
か
っ
た
。
そ
の
中
の

１
人
と
し
て
こ
の
よ
う
な
栄
誉
あ

る
章
を
受
章
で
き
た
こ
と
は
非
常

に
う
れ
し
い
」
と
笑
顔
で
喜
び
を

語
り
ま
し
た
。

（写真）交通事故撲滅の願いを込め祈る関係者ら

（写真）家族で受章を喜ぶ前田さん

　楽しく交流を深めながら、自分の作陶で発想を形
にしてみませんか。
　参加は随時受け付けしています。
■講　　師　切金　正治　氏
■場　　所　陶芸作業所（道仏字浜久保アスナ公園隣）
■開催期間　5月～ 11月
■活 動 日　毎月第 1金曜日・土曜日（自主活動）
　　　　　　毎月第 1月曜日（講師来所）
■時　　間　9:30 ～ 15:30
■募集人数　30人程度
■参加費用　2,000 円
　　　　　　（粘土代実費）
■締　　切　4月 30日（木）
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納税には便利な口座振替をご利用ください

公民館自主運営講座　活動グループ募集

軽自動車税のお知らせ
納期限 ４月３０日（木）

　口座振替制度は、町税等の納期限日に金融機関の預貯金口座から自動的に振り替える便利・安全・
確実な方法です。※各納期限の 1カ月前までに取扱金融機関に申し込んでください。

≪申し込みに必要なもの≫
　通帳、通帳届出印鑑、納税通知書
≪口座振替できる町税等≫
軽自動車税、固定資産税
町県民税、国民健康保険税
介護保険料、後期高齢者医療保険料

■軽自動車等の異動について
《次の場合は異動申告が必要です》
　①軽自動車税の対象となる車を取得した②届け出
た事項に異動が生じた③軽自動車等を他の人に
譲った④廃車した⑤町外に転出した

《届出取扱窓口》
　○原付バイク、農耕用などの小型特殊自動車
　　階上町役場税務課　☎ 88-2114
　○軽自動車
　　軽自動車検査協会八戸支所　☎ 050-3816-1832
　○ 126 ～ 250cc のバイク
　　軽自動車協会八戸支所　☎ 51-2560
　○ 251cc ～のバイク
　　八戸自動車検査登録事務所　☎ 050-5540-2009

■身体障がい者などに対する軽自動車税の減免
　　身体障がい、知的障がい、精神障がいのある人
のために使用される軽自動車等で、一定の要件に
該当するものについては、申請により軽自動車税
を全額免除します。

　○4月23日(木)までに減免申請書の提出が必要です。
　○必要書類：印鑑、車検証、運転する人の免許証、
　身体障害者手帳など障がいの程度が分かる手帳、
　軽自動車税納税通知書（4月中旬発送予定）
　※障がいなどの程度や軽自動車の利用状況により
　減免を受けられない場合があります。自動車税
　の減免を受けている場合、軽自動車税は減免さ
　れません。

【問】税務課　収納グループ　☎ 88-2114

　4月1日現在、町内に原動機付自転車、軽自動車、小型特殊自動車お
よび二輪の小型自動車を持つ人に軽自動車税が課税されます。

≪取扱金融機関≫
青森銀行（本・支店）、青い森信用金庫
みちのく銀行（八戸市内）、八戸農業協同組合階上支店
青森県信用漁業協同組合連合会（階上代理店）、ゆうちょ銀行

【問】税務課　収納グループ　☎ 88-2114

　町民の自主的な学習活動を支援します。技術の習得や教養を高めたいグループに、活動場所の提供と
講師謝金の補助をします。
　活動条件　
　≪開催期間≫　27 年 4月 1日～ 28年 3月 31日
　≪活動場所≫　道仏公民館、ハートフルプラザ・はしかみ、石鉢ふれあい交流館、陶芸作業所
　≪発 起 人≫　一般町民であること。
　≪活動人数≫　8名以上（参加者の半数以上が町民または町内に勤務している者であること。）
　≪企画運営≫　自分たちで行うこと。（6回以上の学習計画）
　　○学習内容が健全であること。
　　○町民文化祭での作品展示またはステージ発表などへの協力をすること。
　支援内容　
　◆支援期間は 1年間です。ただし、3年を限度に支援します。
　◆講座回数に応じて半数回分の講師謝金を補助します。（最大 4回分まで）
　◆講座に使用する施設の使用料を免除します。
　そ の 他　
　支援する活動グループを決定し、広報で参加者を募集します。
　※申請書は教育課および町ホームページに掲載しています。また、定数となり次第締め切らせて頂きます。

【申・問】教育課　社会教育グループ　☎ 88-2698



広報はしかみ　2015・4 10

の投票日です
階上町議会議員一般選挙
4 26月 日 ㈰

【投票】午前７時～午後８時
　　　　町内12カ所の投票所
  【開票】ハートフルプラザ・はしかみ
　　　  午後９時～

　平成 7年 4 月 27 日以前に生まれた人で、平成 27
年 1月 20 日以前から階上町に住民登録をして選挙人
名簿に載っている人。

　投票所入場券を持参し、当日投票できない事由など
を記入した宣誓書を提出するだけで投票できます。
　［時間］午前 8 時 30 分～午後 8 時
　［場所］役場１階 期日前投票所（町民生活課隣）
　※土、日、祝日でも投票できます。

―投票用紙の請求はお早めに―
■他の市町村で不在者投票をする人
　出稼ぎなどで、他の市町村に滞在している人は、滞
在地の選挙管理委員会でも不在者投票ができます。お
早めに町選挙管理委員会へ投票用紙の請求をしてくだ
さい。
■指定病院等で不在者投票をする人
　指定されている病院などに入院している人は、病院
などの長を通じて投票用紙などの請求をしてください。
■郵便による不在者投票（在宅投票）
　定められた理由に該当する身体障がい者などで、郵
便投票証明書をお持ちの人は、在宅投票ができます。
請求は投票日の 4日前（4月 22日）まで。
※不在者投票のできる時間などは、滞在地の選挙管理
　委員会に問い合わせてください。

【問】階上町選挙管理委員会　☎ 88-2873

　有権者には、1枚のはがきに 2人分の名前が印刷さ
れて郵送されます。1人分ずつ切り離して投票所へお
持ちください。
　入場券が届かない場合や紛失した場合でも、選挙人
名簿に登録されていれば投票できますので、当日係員
にお申し出ください。

　自書式。
　投票用紙に、候補者の氏名を 1人記名します。

　金山沢行政区の投票所が変更になりま
す。お間違えの無いようにお願いします。
　　《変更前》　金山沢集会所
　　《変更後》　金山沢水郷館
　　　　　　　　　（旧金山沢小学校）

期日前投票

不在者投票

投票所が変わります

投票日当日に、仕事や病気、旅行などで
投票所へ行くことが出来ない人は
期日前投票または不在者投票を！

期　間
4月22日（水）～4月25日（土）

４月30日(木)は
軽自動車税の納期限です。

忘れずに納めましょう。
【問】税務課　収納グループ　☎ 88-2114

投票できる人

投票所入場券

投票方法

（広告）（広告）
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野焼きの禁止について
　ゴミ等の野外焼却は禁止されています。（廃棄物の処理及び清掃に関する法律第 16
条の 2）
　例外として、どんど焼きや農業・林業等を営むためのあぜ道の草や下枝等の焼却は
認められますが、あらかじめ「消防署への届け出」が必要となります。
　しかし、火災と紛らわしい煙等により近隣住民の生活環境に支障を来した場合は、
例外から外れます。 【問】町民生活課　生活環境グループ　☎ 88-2119

【問】総務課　行政防災グループ　☎ 88-2873

file.15 津波から命を守る対応

◆その後は…◆まずこのような行動を◆こんな時には

　津波から身を守るには「逃げる」しかありません。次の図に従って、自分の命を守るため早めに
避難しましょう。

強い地震や長時間
の揺れを感じた。

●沿岸部や川沿いにいる人は、直ちに高台
　や避難ビルなどの安全な場所へ避難する。
●ここなら安心と思わず、より高い場所を
　目指して避難する。
●沿岸部にいる人たちは直ちに避難する。

●正しい情報をラジ

　オ・テレビ等で入

　手する。

●津波は繰り返し来

　襲するので、警報・

　注意報が解除され

　るまでは絶対に海

　岸に近づかない。

●海の中にいる人は、直ちに海から上がっ
　て、海岸から離れる。
●沿岸部にいる人たちはいつでも避難でき
　るように準備する。

避難
する

避難に
備える

大津波警報・津波
警報が発表された。
（揺れを感じなくても）

津波注意報が発表
された。
（揺れを感じなくても）

警報・注意報の分類
予想される波の高さ

 高さの区分 数値での発表 巨大地震の場合の表現

津波注意報

 特別警報 大津波 
 
 警報 津波

 10m ＜高さ
 　5m ＜高さ≦ 10m
 　3m ＜高さ≦   5m
 　1m ＜高さ≦   3m
　20cm ≦高さ≦   1m

10m 超
10m
5m
3m
1m

巨大

高い
（なし）

（広告）（広告）
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社会保障・税番号制度について

【問】総務課　行政防災グループ　☎ 88-2873

 ・カードに記録されるのは、券面に記載された氏名、住所、個人番号などのほか、
　電子証明書などに限られ、所得などの情報は記録されません。

【特定個人情報の保管制限】

○法律で限定的に明記された場合を除き、特定個人情報を保管してはなりません。

【特定個人情報の収集・保管制限（廃棄）】
○法律で限定的に明記された場合を除き、特定個人情報を収集又は保管することは
　できないため、社会保障及び税に関する手続書類の作成事務を処理する必要がなく
　なった場合で、所管法令において定められている保存期間を経過した場合には、マ
　イナンバーをできるだけ速やかに廃棄又は削除しなければなりません。

 ・マイナンバーの通知後に市区町村に申
　請すると、個人番号カードが交付され
　ます。
 ・e-Tax 等の電子申請等が行える電子証
　明書も標準搭載されます。
 ・住基カードは有効期限まで利用できま
　す。ただし、個人番号カードとの重複
　所持はできません。
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犬の登録および
狂犬病予防注射を行います

《 手 数 料 》

新規登録手数料　3,000 円

注 射 手 数 料　3,100 円

　飼い犬の登録と年１回の狂犬病予防注射は法律で義務付けられています。

■実施日・場所　　※どの場所でも受けられます。

5月 9日（土）

5月17日（日）

5月10日（日） 5月16日（土）
金山沢・角柄折・鳥屋部・赤保内

石鉢・蒼前・野場中・耳ケ吠西

蒼前・野場中・石鉢・耳ケ吠東
耳ケ吠西・赤保内・駅前

荒谷・大蛇・追越・榊・鳥屋部
駅前・小舟渡・道仏・赤保内

金山沢・田代・晴山沢・平内・鳥屋部
赤保内・道仏・小舟渡・追越・荒谷

	 上勉氏宅前	 	9:00 ～	9:05

	 長久保バス停前	 	9:10 ～	9:15

	 旧金山沢集会所	 	9:20 ～	9:25

	 農業加工センター前	 	9:30 ～	9:35

	 神子沢中央バス停前	 	9:40 ～	9:45

	 新田集会所	 9:50 ～ 10:05

	 中央体育館	 10:10 ～ 10:20

	 東鳥屋部バス停前	 10:25 ～ 10:30

	 茨島バス停前	 10:35 ～ 10:45

	 坂建設工業前	 10:50 ～ 10:55

	 東平婦人ホーム	 11:00 ～ 11:05

	 石小体育館裏・墓地隣駐車場	 11:10 ～ 11:30

	 石鉢ふれあい交流館駐車場	 11:35 ～ 12:00

	 蒼前集会所	 13:20 ～ 13:40

	 ふれあい広場前	 13:45 ～ 13:55

	 民俗資料収集館	 14:05 ～ 14:15

	 役場駐車場	 14:20 ～ 14:30

	 小林商店前	 9:00 ～	9:20

	 蒼前集会所	 9:25 ～ 10:00

	 ふれあい広場前	 10:05 ～ 10:15

	 ロイヤルテニスクラブ前	 10:20 ～ 10:25

	 石鉢ふれあい交流館駐車場	 10:30 ～ 10:45

	 石小体育館裏・墓地隣駐車場	 10:50 ～ 11:05

	 かすみが丘団地公園前	 11:10 ～ 11:25

	 白樺団地入口	 11:35 ～ 11:40

	 道の駅駐車場	 11:45 ～ 12:15

	 耳ケ吠東集会所	 13:25 ～ 13:40

	 民俗資料収集館	 13:45 ～ 13:50

	 番屋団地 2番通り	 13:55 ～ 14:00

	 道仏公民館	 14:10 ～ 14:20

	 役場駐車場	 14:30 ～ 14:45

	 笹山薫氏宅前	 9:00 ～	9:05

	 大蛇部会前	 9:10 ～	9:20

	 追越部会前	 	9:25 ～	9:35

	 榊浜通りバス停前	 9:40 ～	9:45

	 榊集会所	 9:50 ～ 10:00

	 道仏中学校バス停前	 10:05 ～ 10:10

	 駅前集会所	 10:15 ～ 10:25

	 小舟渡集会所	 10:30 ～ 10:35

	 小舟渡小横駐車場	 10:40 ～ 10:50

	 第 1 分団屯所前	 10:55 ～ 11:00

	 キューピータマゴ㈱前	 11:05 ～ 11:15

	 道仏集会所	 11:20 ～ 11:35

	 トライアングル前	 11:40 ～ 11:50

	 階上中学校駐車場	 13:10 ～ 13:20

	 中央体育館	 13:30 ～ 13:35

	 役場駐車場	 13:45 ～ 14:10

	 松倉春男氏宅前	 9:00 ～	9:05

	 佐々木春松氏宅前	 9:10 ～	9:15

	 宮内ヱミ氏宅前	 	9:20 ～	9:30

	 旧田代小中学校跡	 	9:40 ～	9:45

	 田代えんぶり保存館	 9:50 ～	9:55

	 中屋敷バス停横	 10:00 ～ 10:05

	 晴山沢集会所跡	 10:10 ～ 10:15

	 第 5 分団屯所前	 10:20 ～ 10:25

	 平内バス停前	 10:30 ～ 10:35

	 堀切入口バス停前	 10:40 ～ 10:45

	 中央体育館	 10:50 ～ 11:00

	 野沢バス停前	 11:05 ～ 11:15

	 上野正蔵氏宅前	 11:20 ～ 11:25

	 高山憲雄氏宅前	 11:30 ～ 11:35

	 荒道鶴造氏宅前	 11:40 ～ 11:45

	 小舟渡漁港駐車場	 11:50 ～ 12:00

	 大蛇三地区集会所	 13:15 ～ 13:20

	 アスナ公園駐車場	 13:25 ～ 13:30

	 旧荒谷集会所	 13:35 ～ 13:40

	 役場駐車場	 13:45 ～ 14:00

《注意》
①登録と注射は生後 91 日以上の犬となります。（登録は生涯で 1回
　です。なお、妊娠中の犬および体調の悪い犬は注射をしないでく
　ださい）
②注射の前後は、犬に激しい運動をさせないでください。
③注射をするときに暴れる犬もありますので、犬を押さえられる人
　がおいでください。（暴れて注射ができない場合は、動物病院で受
　けていただきます）
④飼い犬の死亡や変更があった場合は役場に届け出が必要です。

【問】町民生活課　生活環境グループ　☎ 88-2119
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　助成率は補助対象経費の 2分の 1以内。
　助成限度額は 10人以上 30人以下で 10万円、
31人以上で 20万円とします。

　事業実施計画書および団体概要調書に所要事
項を記載の上、持参により提出してください。
事業実施計画書および団体概要調書は、保健福
祉課健康増進グループに備え付けてあります。

　4月 20日から 5月 29日まで

14

「協働の健康づくり支援事業」を募集します！

新築住宅費用の一部を補助します
～階上町新築住宅支援事業の募集案内～

12月25日（金）

　町では、それぞれ地域が持つ個性や環境、伝統などを生かし自らが進める「健康な地域づくり」において、
健康寿命の延伸や地域の活性化に直結する事業について補助金を交付してその活動を支援します。

　町民の生活環境の向上を図り、町内の住宅関連産業を中心とした地域活性化を促進するため、町内に自己
居住用住宅を新築する人に費用の一部を補助します。

■補助内容
■申請締切

※詳しくは、町ホームページで確認する
　か建設課に問い合わせてください。

応募資格・要件 補助基準

応募方法

応募期間

①行政区
②町内において組織されたグループまたは団体
　・目的、名称、代表者が定められていること。
　・代表者が町内に在住、在勤または在学して
　　いること。
③政治活動、宗教活動、営利活動および他の公
　的助成を受けている活動でないもの。

健康づくりに関する、継続的に取り組む階上町
協働のまちづくりに関係する分野のソフト事業
≪対象事業例≫
　①運　動…ウォーキング、体操、ダンスなど
　②食生活…生活習慣病予防に関する活動
　③こころ…ストレスの低減、睡眠の確保など
　　　　　　に関する活動

　原則単年度。ただし、広く町民に健康づくり
の波及効果を与えるものは最長 2年。

対象事業

支援期間

【申・問】保健福祉課　健康増進グループ
　☎ 88-2162

【申・問】建設課　土木建設グループ
　☎ 88-2118

対象者

対象工事

補助率・
補助上限額

○町内に住民登録している人、または工事完了後町内		
　に転入する人
○町税などの滞納がない人
○町内業者が施工する住宅、または町外業者が町内業
　者と下請契約を締結して施工する住宅
○対象工事費が 1,000 万円以上（税込）の工事、また
　は町外業者が町内業者と下請契約した契約額の合計
　が 1,000 万円以上（税込）の工事
いずれも契約額 1,000 万円以上（税込）の 1％で限度
額は 30万円。

子育てサークル「にこにこクラブ」
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楽しいがいっぱい！子育て支援センター
子育てサークル 活動情報

◆◆スケジュール◇◆

親子d
e

15

【問】保健福祉課　健康増進グループ　☎ 88-2219

◆◇スケジュール◇◆ 就園していない子どもが対象です。
親子で楽しみませんか。

ちょこっと No.16 届出を忘れていませんか

職場の健康保険に加入したときは、国保をやめる届出が必要です。

国保

《届 出 場 所》　町民生活課　③番窓口
《必要なもの》　（1）新しく加入した健康保険の保険証（対象者全員分）
　　　　　　　（2）国保の保険証（対象者全員分）
　　　　　　　（3）はんこ

 地域子育て支援センター「すこやかる～む」 子育てサークル「にこにこクラブ」

期 日 活 動 内 容 期 日 活 動 内 容

5/7
（木）

5/15
（金）

5/14
（木）

5/21
（木）

5/28
（木）

春をさがしにいこう 親子で楽しい
クッキング！！

　　
〔集合場所〕石鉢ふれあい交流館
〔時　間〕10：00 ～ 12：00
〔参加費〕子ども１人につき
　　　　　　　　　　　100 円

〔持ち物〕エプロン・三角巾

野菜を育てよう

＜子育て講座＞
「手作りおもちゃ　～軍手を使って作ろう～」　
　※場所は道仏保育園です。
　※要予約（5/7 締切　☎ 89-2210）

ペープサート・パネルシアターを楽しもう

［場　所］道仏保育園　　［時　間］10:00 ～ 12:00
［利用料］子ども１人につき 100 円

＊保育園裏の駐車場をご利用ください

■スケジュールは町ホームページにも掲載
　しています。（トップページ＞くらしの
　情報＞子育て教育＞子育てサークル・地
　域子育て支援センター）

【問】保健福祉課 健康増進グループ
　 ☎ 88-2219

　　　道仏保育園（地域子育て支援センター）
☎ 89-2210
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　27年度の健診が 4月 1日よりスタートしました。
　特定健診・人間ドックは、階上町国民健康保険、後期高齢者医療に加入している人が対象です。社会保
険加入者は加入先に問い合わせてください。
　※がん検診は保険証の種別は問いません。職場でがん検診がない場合は、ぜひ町のがん検診を利用して
　　受診しましょう。

・優先日を利用する場合、「広報はしかみ」5月号折り込みチラシを確認し申し込んでください。
・優先日以外に受診する場合は、八戸市総合健診センター（☎ 45-9131）へ直接申し込んでください。
・受託医療機関での受診を希望する場合は、担当まで問い合わせてください。

○八戸市総合健診センターで実施できる健（検）診

○階上町優先日のお知らせ《西部地区》

 バス運行 行　　政　　区

送 迎 バ ス
運 行 日

特定健診
  （40 歳以上）

健診項目（対象者） 検査内容 料金 健（検）診日・申込方法
身体計測、血圧測定、採
血、採尿、心電図、眼底・
眼圧、聴力

40 ～ 69 歳　 500 円
70 歳以上　　　 無料
心身障がい者※　 無料
30 ～ 39 歳　 5,000 円
40 ～ 69 歳　 2,500 円
70 歳以上　 2,000 円

30 ～ 39 歳　 3,000 円

 2,160 円

 1,944 円

 1,080 円

各 500 円
※特定健診と一緒に受
　診できます。

特定健診の内容＋
胃・肺・大腸がん検診、
腹部超音波検査

身体計測、血圧測定、採
血、採尿、視力、聴力、
心電図、胸部 X 線撮影

バリウムによる検査

胸部レントゲン撮影

便の潜血反応検査

内診、細胞診

採血検査

子宮・卵巣の超音波検査

骨量検査
（かかとの超音波検査）

視触診＋乳房 X 線撮影
（マンモグラフィー）

国保・後期人間ドック
  （30 歳以上）

胃がん検診
  （40 歳以上）
肺がん検診
  （40 歳以上）

子宮頸がん検診
  （20 歳以上の女性）

骨粗鬆症検診
  （30 歳以上の女性）

大腸がん検診
  （40 歳以上）

前立腺がん検診
  （50 歳以上の男性）

婦人科超音波検診
  （20 歳以上の女性）

乳がん検診※対象者変更
 （40 歳以上の偶数年齢
の女性）

生活習慣病予防健診
（30 ～ 39 歳）

バ ス 運 行 な し

婦 人 が ん 検 診
特 定 健 診 ・
人間ドック・がん検診

【問】保健福祉課　健康増進グループ　☎ 88-2162

角柄折・鳥屋部	 6 月 15 日（月）	 6 月 25 日（木）
金山沢	 6 月 16 日（火）	 6 月 26 日（金）
平内・晴山沢・田代	 6 月 26 日（金）	 7 月 13 日（月）
全地区	 6 月 20 日（土）	 7 月　2日（木）

◇その他の地区◇
　中央・東部地区
の優先日は、広報
はしかみ 5 月号以
降でお知らせしま
す。

■健（検）診日
①特定健診・がん検診
　月～金曜日（祝日を除く）
　受付時間　7:30 ～ 9:30
②乳がん・子宮頸がん検診
　水～金曜日の午後
　受付時間　12:15～12:45

※心身障がい者：
　身体障害者手帳 1～ 4級、
　愛護手帳、精神保健福祉
　手帳を持っている人

■注意
　胃がん検診と婦人科超音
　波検査は、同じ日に受診
　できません。

■申し込み先
　八戸市総合健診センター
　☎ 45-9131

国
保
・
後
期
加
入
者

町
民
ど
な
た
で
も
（
年
齢
や
性
別
に
応
じ
て
）

オ
プ
シ
ョ
ン
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助成対象
現行 現行8 月受診分から

現物給付 なし

8 月受診分から
給付方法 受給者負担診療

区分
入院
通院

償還払い
助成対象外

なし
助成対象外小・中学生

視触診および乳房Ｘ線撮影
（マンモグラフィー）

水・木・金曜日
12:15 ～ 12:45

500 円

 検査内容 受付時間 金額

【問】保健福祉課　健康増進グループ　☎ 88-2162

【申・問】保健福祉課　健康増進グループ　☎ 88-2219

　27年 4月 1日より、町で実施する乳がん検診の受診方法を、国のがん検診の指針に合わせ
て、次のとおり見直しました。40 歳以上で偶数年齢になる人は、忘れずにぜひ受診しましょう。

　階上町に住所がある小中学生のお子さんについて、保険診療を受けた際の入院時の一部負担金を助成し
ていますが、27年 8月受診分から助成内容が次のように拡大します（現行内容は 27年 7月受診分まで適
用されます）。ただし助成を受けるためには、事前の申請が必要で、保護者の所得により制限があります。
申請の方法については、後日個別通知等でお知らせします。

　就学前のお子さんの受給資格証の有効期限は誕生月から 1年間となっております。助成を受けるために
は、更新手続きがありますので、誕生月前に忘れずに行ってください（ただし所得制限があります）。
　また、お子さんの加入している健康保険証や保護者が変わったときは、受給資格証の記載内容が変更に
なりますので、速やかに手続きをお願いします。
　《持参するもの》    お子さんの保険証、認印
　　　　　　　　　※転入の方は所得課税証明書が必要となる場合があります。
　　　　　　　　　　不明な点は、担当まで問い合わせてください。

　国のがん検診の指針に従って見直しました。
　がん検診に関する専門家の意見では、乳がん検診を毎年 1回、または年内に複数回受診したと
しても、2年に 1回受診した場合と比べて医学的なメリットは変わらないとされています。
　ただし、胸にしこりなど気になる症状を認めた場合は、検診を待たず乳腺専門医を受診するよ
うにしてください。

《対象者》40 歳以上の女性で
　　　　　　①年度内に偶数年齢になる人
　　　　　　　（27年度は 27年 4月 1日～ 28年 3月 31日の間に偶数年齢になる人）
　　　　　　②前年度未受診の人※

　　　　　　　※前年度マンモグラフィーを受けていない人（視触診のみ受けた人）は対象となります。　

（注意）妊娠中および授乳中の人は受診できません。
《検診場所》八戸市総合健診センター　☎ 45-9131

●見直した理由は？
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27年度 農地賃借料情報・農作業標準賃金のお知らせ
　次の一覧表を参考に、
ほ場条件や作業の難易
度を考慮し、当事者間
で協議の上、決めてく
ださい。

　町では適切な生活排水の処理による住環境改善の取り組みとして、下水道事業実施区域以外の地域で合
併浄化槽への転換補助を行っています。これまでたくさんの人にご利用いただいていますが、より一層の
転換促進を図るため 27年 4月からの 5年間補助金額を増額します。
　工事を考えている人は気軽にご相談ください。なお、この補助制度は数に限りがありますので、定数に
達した場合は締め切らせていただきます。

　日頃通る道、自分たちの住む地域のごみを拾い、きれいな町にしましょう！
（ご自宅の不用品や家電製品などを出さないでください。）
また「隣の土地の草木が茂っていて虫が発生して困る」、「木の枝が伸びてきて
窓ガラスにあたっている」など苦情が多く寄せられています。自分の所有地は自分で草刈や枝払いを定期的
に行うなど、適正な管理をお願いします。

■申請期限
　4月 1日（水）から 12月 25日（金）まで
■対象地域
　　階上町内全域（大蛇地区漁業集落排水処理区域およ
　び石鉢・赤保内処理区公共下水道事業認可区域は除く。）
■対象建物

■農地賃借料情報（10㌃当たり）

■農作業標準賃金

■補助金額

 区分 締結（公告）された地域名 平均額 最高額 最低額 データ数

区分 作業別 単位 金額 区分 作業別 単位 金額

田（水稲）の部 階上町全域

農
業
機
械
に
よ
る
作
業

水
田

乾
燥

畑の部
階上町
全　域

長 い も
葉たばこ
普 通 畑

田耕起
畦ぬり(片側)

畑耕起
代かき

田植
バインダー(結束ひもつき)

脱穀
コンバイン（田・稲）
コンバイン（畑・麦）

田　　植
除　　草
刈　　取
一般作業

水分25％未満
水分25％以上

10㌃当たり
1㍍当たり

10㌃当たり

8時間労働

玄米1俵
当たり

5,500円
30円

5,500円
6,000円
6,200円
7,000円
6,000円

12,100円
9,100円

 住宅延べ面積 浄化槽の大きさ 補助金限度額
 130㎡以下 5人槽 529,000円
 130㎡超 6～7人槽 662,000円
 2世帯住宅 8～10人槽 897,000円

5,500円
(男女共同

額、まかない
なし)

1,320円
1,530円

 8,000円 10,000円 8,000円 43件
 8,400円 10,000円 6,600円 7件
 10,000円 10,000円 10,000円 4件
 4,600円 8,000円 2,000円 89件

※データ数は、集計に用いた締結（公告）件数。金額は、算出結果を四捨五入し 100 円単位

畑

【問】農業委員会　☎ 88-2946

合併浄化槽設置を補助します

　　専用住宅および併用住宅で、単独浄化槽またはくみ取り式から変換する場合。新築住宅への浄化槽設
　置は対象外です。
■補助を受ける際の注意事項
　　補助金交付にあたっては、事前に工事施工予定業者を通して町に申請していただき、補助金交付決定
　後に工事に取り掛かることになります。工事完了後に申請をされても補助金は交付できませんのでご注
　意ください。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　【問】建設課　下水道グループ　☎ 88-2120

～自分たちの町は自分たちできれいに！～

【問】町民生活課　生活環境グループ　☎ 88-2119

～自分たちの町は自分たちできれいに！～
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【問】町民生活課　生活環境グループ　☎ 88-2119

ごみ情報 No.18 違法な不用品回収業者に注意！
無許可業者にはこのような例があります！

不用品は自分で責任を持って処理しましょう！
①	小型家電品は町内に設置している回収ボックスへ。
　（役場、ハートフルプラザ、石鉢ふれあい交流館、道仏公民館）
②	家電リサイクル品 (テレビ、冷蔵庫、洗濯機、エアコンなど )
　は購入店などへ引き取りを依頼するなどしてください。
③	再利用できそうな家具などは八戸リサイクルプラザやリサ
　イクル業者へ引き取ってもらうなど有効活用しましょう！
※ご不明な点は役場まで問い合わせてください。

不用になったテレビとソファーの処分ど
うしようかなぁ～？不用品回収のチラシ
があるからそこに電話してみよう！

ちょっと待って！そのチラシの業者は町
の「一般廃棄物処理業許可」を持ってい
るの？最近、無許可業者による犯罪が増
えているんだ。まず役場へ確認しないと！

無料回収と偽って後で高額請求してきた
り、回収したものをそのまま不法投棄し
たりと悪質なケースが多いんだよ。

分かった！でもどんな犯罪があるの？

１．「粗大ごみ」について
奇数月 (1,3,5,7,9,11月) の年６回収集

今年の６月から「粗大ごみ」と「燃やせるごみ」の収集回数が変わります！

２．「燃やせるごみ」について
夏場（６月から９月）は週２回収集

　家具等製品としての再利用の意識を高め「粗大ごみ」排
出の抑制を啓発するとともに、ごみ量に適した効率的な収
集を図るため、奇数月 ( 年 6回 ) のみの収集とします。
　まだ再利用できそうな製品については八戸リサイクルプ
ラザやリサイクル業者へ連絡して引き取ってもらえないか
確認しましょう！
※今年の 4、5月はこれまでどおり収集しますが、6月の収
　集はありません。

　夏場における生ごみなどの衛生管理の面から、6月から 9
月の間は週 2回収集とします。収集回数は増えますが、紙
類の分別や生ごみの水切りなど、ごみ減量のためご協力お
願いします！

①生ごみはごみ
袋に入れる前に
ひとしぼり！

※収集日が祝日に当たる場合は原則として収集は休みとなります。
　振替収集や特別収集は、広報はしかみや町ホームページでご確認ください。

②紙類は付着物
などがなければ
まとめて資源物
へ！

【問】町民生活課　生活環境グループ
　　　☎ 88-2119

各 地 区 の 収 集 日 （ 平 成 2 7 年 6 月 か ら ）

地 区 名 燃やせない
ごみ

第1月曜日
毎　週
水曜日

毎　週　火曜日

毎　週　木曜日

6月～9月
金曜日も可

6月～9月
月曜日も可

空 　 き 　 缶  
空 　 ビ 　 ン
ペットボトル

新　 聞　 紙
ダ ン ボ ー ル

雑誌・チラシ
そ の 他 紙
古 布

第1・3
水曜日

第2・4
水曜日

奇数月
第3月曜日

奇数月
第3火曜日

燃 や せ る
ご み

資 源 物 の 日
粗 大 ご み

中
央
・
西
部
地
区

東
部
地
区

石 鉢・ 蒼 前・ 野 場 中
角柄折・金山沢・田代
晴山沢・平内・鳥屋部
赤 保 内・ 耳 ヶ 吠 西

耳 ヶ 吠 東・ 荒 谷
大 蛇・ 追 越・ 榊
駅 前・ 道 仏・ 小 舟 渡
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ン
グ
方
法
を
指
導
し
て
く
れ
る
イ

ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
の
大
前
靖
さ
ん

は
「
地
元
の
高
齢
者
や
40
代
の
方

の
利
用
が
多
く
、
女
性
利
用
者
も

増
え
て
い
る
。
若
い
人
に
も
若
い

う
ち
か
ら
利
用
し
て
体
力
と
健
康

増
進
に
役
立
て
て
ほ
し
い
。
利
用

者
は
マ
ナ
ー
も
よ
く
あ
り
が
た
い

で
す
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

　

中
で
も
人
気
の
マ
シ
ン
は
①
ト

レ
ッ
ド
ミ
ル
（
ラ
ン
ニ
ン
グ
、
ウ

ォ
ー
キ
ン
グ
マ
シ
ン
）
②
エ
ア
ロ

バ
イ
ク
（
自
転
車
こ
ぎ
）
③
筋
ト

レ
マ
シ
ン
な
ど
で
、
利
用
時
間
の

制
限
が
な
い
の
で
マ
イ
ペ
ー
ス
で

色
々
な
マ
シ
ン
を
使
え
る
こ
と

と
、
料
金
も
一
般
２
１
０
円
、
中
・

高
生
１
１
０
円
と
い
う
の
が
利
用

者
に
好
評
で
す
。

　

前
号
で
も
と
り
上
げ
た
よ
う
に

今
年
は
健
康
寿
命
延
伸
に
向
け
て

重
点
的
に
取
り
組
み
ま
す
の
で

＂
は
し
か
み
美
味
し
い
健
康
レ
シ

ピ
＂
の
食
事
と
正
し
い
ト
レ
ー
ニ

ン
グ
方
法
を
組
み
合
わ
せ
て
健
康

を
維
持
し
ま
し
ょ
う
！　

　

先
月
17
日
、
石
鉢
ふ
れ
あ
い
交

流
館
２
階
に
あ
る
ト
レ
ー
ニ
ン
グ

ル
ー
ム
利
用
者
が
10
万
人
に
達

し
、
町
内
大
渡
に
住
む
加
賀
日
出

文
さ
ん
に
10
万
人
目
の
認
定
書
と

記
念
品
の
利
用
券
１
０
０
回
分
を

贈
呈
し
ま
し
た
。

　

平
成
15
年
４
月
１
日
開
設
さ
れ

た
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
ル
ー
ム
は
、
登

録
者
数
６
千
人
近
く
、
１
日
平
均

約
50
人
の
利
用
状
況
と
大
変
盛
況

に
利
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

そ
の
人
に
合
わ
せ
た
ト
レ
ー
ニ

町
長
室
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン

階
上
町
長

　浜
谷
豊
美 14

夫
婦
で
通
っ
て
利
用
者
10
万
人
目

　加
賀
さ
ん

〜
石
鉢
ふ
れ
あ
い
交
流
館
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
ル
ー
ム
〜

愛用器具の前で記念撮影した加賀さんご夫婦

図書だより 今月のおすすめ本
■ハートフルプラザ・はしかみ　☎ 88-2522

■道仏公民館　☎ 89-2110

■石鉢ふれあい交流館　☎ 80-1671

今
月
の
注
目

今
月
の
注
目

今
月
の
注
目

その他おすすめ
『ラミスの剣』中山七里　著
『強く結べポニーテール』
　　朝倉宏景　著

『世界名作童話集』
　　青木伸生　監修

『いちにちでいいから』
　　福本友美子　訳　　…など

その他おすすめ
『医師の一日』知育研究所　編著
『フランダースの犬』

　　鏡京介著／ウイ－ダ原作
『ここが知りたい・俳句入門』

　　小川軽舟　著
『はじめての土偶』

　　武藤康弘　監修　　…など

その他おすすめ
『おかげさまで生きる』

　　矢作直樹　著
『ターシャからの伝言』

　　食野雅子　訳
『死に支度』　瀬戸内寂聴　著
『吉田松陰の名言１００』
　　野中根太郎　著　　…など

『うみのおばけずかん』
斉藤洋　作

『新しい介護』
太田仁史　監修

『ペコロスの　　　
母に会いに行く』
　岡野雄一　著

◆貸出時間◆
　［ハートフルプラザ・はしかみ］　
　　9 ～ 19 時（月～土、日・祝日）
　［道仏公民館］　
　　9 ～ 17 時（月～金）※土曜は 15 時まで
　［石鉢ふれあい交流館］
　　9 ～ 19 時（火～土、日・祝日）

教育委員会評価を実施しました
　地方教育行政の組織及び運営に関する法律第 27 条により、教育
委員会はその権限に属する事務の管理および執行について点検およ
び評価を行い、その結果を公表することになっています。
　このたび、25年度の実績評価を行い、階上町議会に報告しました。
その報告書を町ホームページに掲載しましたのでお知らせします。
　また、道仏公民館、石鉢ふれあい交流館、ハートフルプラザ・は
しかみへ報告書を備えておりますのでご活用ください。

【問】教育課　社会教育グループ
☎ 88-2698

 3月31日現在 前年同期比増減
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ス
ト
ー
カ
ー
・
Ｄ
Ｖ
は
行
為
が

徐
々
に
エ
ス
カ
レ
ー
ト
す
る
傾
向

に
あ
り
、
傷
害
・
殺
人
な
ど
の
凶

悪
犯
罪
に
発
展
す
る
お
そ
れ
が
あ

り
ま
す
。
１
人
で
悩
ま
ず
、
早
め

に
警
察
に
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

■
ス
ト
ー
カ
ー
と
は

　

あ
な
た
に
対
す
る
恋
愛
感
情
な

ど
の
好
意
の
感
情
、
そ
の
感
情
が

満
た
さ
れ
な
か
っ
た
こ
と
へ
の
恨

み
の
感
情
を
充
足
さ
せ
る
目
的

で
、
あ
な
た
や
あ
な
た
の
身
近
な

　

救
急
車
を
呼
ん
だ
ら
次
の
も
の

を
用
意
し
て
く
だ
さ
い
。

○
保
険
証
や
診
察
券

○
普
段
飲
ん
で
い
る
薬

　
　
　
　
　
　
　
（
お
薬
手
帳
）

　

救
急
車
が
来
た
ら
、
次
の
こ
と

を
伝
え
て
く
だ
さ
い
。

○
事
故
や
具
合
が
悪
く
な
っ
た
と

　

き
の
状
況

○
救
急
隊
が
到
着
す
る
ま
で
の
変

　

化
の
様
子

○
行
っ
た
応
急
手
当
の
内
容

○
具
合
が
悪
い
人
の
情
報（
持
病
、

人
に
、
つ
き
ま
と
い
等
を
繰
り
返

し
行
う
こ
と
を
言
い
ま
す
。

■
Ｄ
Ｖ
と
は

　

夫
婦
や
内
縁
、
同
居
型
の
交
際

を
し
て
い
る
間
柄
で
、
相
手
か
ら

殴
る
・
蹴
る
等
の
暴
力
（
言
葉
の

暴
力
を
含
む
）
を
加
え
ら
れ
る
こ

と
を
ド
メ
ス
テ
ィ
ッ
ク
・
バ
イ
オ

レ
ン
ス
と
言
い
、
一
般
的
に
Ｄ
Ｖ

と
呼
ば
れ
て
い
ま
す
。

◇
ス
ト
ー
カ
ー
や
Ｄ
Ｖ
被
害
に
関

　

す
る
ご
相
談
は
、
お
近
く
の
警

　

察
署
へ
！

◇
身
の
危
険
を
感
じ
た
と
き
は
、

　

迷
わ
ず
１
１
０
番
通
報
を
！

　

か
か
り
つ
け
の
病
院
、
普
段
飲

　

ん
で
い
る
薬
、
医
師
か
ら
の
指

　

示
な
ど
）

　

救
急
車
の
サ
イ
レ
ン
が
聞
こ
え

た
ら
誘
導
に
出
て
い
た
だ
け
れ
ば

到
着
が
早
く
な
り
ま
す
。

●
火
災
・
救
急
の
場
合
は
１
１
９

　

住
宅
火
災
で
の
死
者
の
約
７
割

が
65
歳
以
上
の
高
齢
者
と
な
っ
て

お
り
、
寝
て
い
る
間
に
発
生
し
た

火
災
に
気
付
か
ず
に
、
逃
げ
遅
れ

が
原
因
で
命
を
落
と
し
て
い
る
ケ

ー
ス
が
多
く
発
生
し
て
い
ま
す
。

◇
全
国
共
通
24
時
間
電
話
相
談
は

　

＃
９
１
１
０

　

大
人
が
正
し
い
交
通
ル
ー
ル
を

守
り
、
正
し
い
交
通
マ
ナ
ー
を
実

践
し
、
子
ど
も
た
ち
に
模
範
を
示

し
ま
し
ょ
う
。

■
ド
ラ
イ
バ
ー
の
皆
さ
ん
へ

　

子
ど
も
の
通
行
が
予
想
さ
れ
る

場
所
の
近
く
や
、
道
路
を
歩
い
て

い
る
子
ど
も
を
見
か
け
た
と
き
に

は
、
減
速
・
徐
行
し
て
子
ど
も
の

動
き
に
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

　

こ
の
逃
げ
遅
れ
を
防
ぐ
た
め

に
、
皆
さ
ん
の
ご
家
庭
に
住
宅
用

火
災
警
報
器
を
設
置
す
る
よ
う
、

20
年
か
ら
火
災
予
防
条
例
で
義
務

付
け
さ
れ
ま
し
た
。

　

住
宅
用
火
災
警
報
器
は
、
火
災

が
発
生
す
る
と
大
き
な
音
で
知
ら

せ
て
く
れ
る
た
め
、
就
寝
中
で
も

い
ち
早
く
避
難
な
ど
の
行
動
を
と

る
こ
と
が
で
き
ま
す
が
、
八
戸
広

域
圏
内
の
市
町
村
の
な
か
で
、
階

上
町
の
設
置
率
は
最
下
位
の
67
・

０
％
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
だ
設
置
し
て
い
な
い
ご
家
庭

は
早
く
設
置
し
、
火
災
か
ら
住
ま

い
と
生
命
を
守
り
ま
し
ょ
う
。

ほっとスルメールをご利用ください ●平成 27 年階上町交通事故発生状況

＜登録用メールアドレス＞
anzenjoho@anshin.city.hachinohe.aomori.jp
　町内の緊急・気象・火災情報など
のメールを、携帯電話やパソコンで
受け取れます。上記アドレスに空
メールを送信し、登録手続きをして
ください。（右のＱＲコードからも
読み込めます）

消 防 情 報 交 番 情 報
火事は 119 番へ
消防本部　☎ 44-2135
階上分署　☎ 88-2105

　［消防情報案内］
　☎ 0180-991-888

事件は 110 番へ
階上交番　☎ 88-2022
田代駐在所　☎ 88-2110

今月の早め点灯時間は
午後 5 時です。

ス
ト
ー
カ
ー
・
Ｄ
Ｖ
相
談

は
お
早
め
に
！

救
急
車
を
呼
ん
だ
際
の

ポ
イ
ン
ト

新
入
学（
園
）児
を

交
通
事
故
か
ら
守
ろ
う

住
宅
用
火
災
警
報
器
に

つ
い
て

 3月31日現在 前年同期比増減

死亡事故ゼロ連続日数 ６３日

発生件数

死　　者

傷 者 数

４　件

１　人

５　人

−３　件

＋１　人

−２　人
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お知らせ inforamation

募集
町
営
住
宅︵
つ
く
し
个

丘
団
地
︶入
居
者

金
額
を
12
カ
月
で
割
り
出
し
た
額
。

一
般
世
帯
の
人
で
15
万
８
千
円
。

※
注
意　

申
込
者
お
よ
び
同
居
者

に
持
ち
家
が
あ
る
場
合
は
申
し
込

み
で
き
ま
せ
ん
。

■
申
し
込
み

　

４
月
17
日
（
金
）
ま
で
に
次
の

申
込
書
類
を
添
え
て
申
し
込
ん
で

く
だ
さ
い
。
一
定
基
準
に
基
づ
き

入
居
者
を
決
定
し
ま
す
。

■
申
込
書
類

①
町
営
住
宅
申
込
書

②
連
帯
保
証
人
予
定
者
届
出
書

　
（
２
人
分
）

③
所
得
課
税
証
明
書
（
所
得
が
あ

　

る
人
全
員
・
26
年
度
分
）

④
納
税
証
明
書
（
課
税
の
あ
る
人

　

全
員
・
過
去
３
カ
年
分
）

⑤
住
民
票
（
入
居
を
希
望
す
る
人

　

全
員
分
）

⑥
そ
の
他
（
障
害
者
手
帳
、
愛
護

　

手
帳
な
ど
持
っ
て
い
る
場
合
は

　

そ
の
写
し
）

※
詳
し
く
は
問
い
合
わ
せ
て
く
だ

　

さ
い
。

︻
申
・
問
︼
建
設
課
土
木
建
設
グ

ル
ー
プ　

☎
（
８
８
）
２
１
１
８

　

プ
ロ
ボ
ウ
ラ
ー
や
イ
ン
ス
ト
ラ

ク
タ
ー
が
指
導
し
ま
す
。

■
入
居
資
格　

①
現
に
同
居
し
、
ま
た
は
同
居
し

　

よ
う
と
す
る
親
族
が
あ
る
人

②
申
込
者
の
収
入
が
※
条
例
で
定

　

め
る
収
入
金
額
を
超
え
な
い
人

③
現
に
住
宅
に
困
窮
し
て
い
る
こ

　

と
が
明
ら
か
な
人

④
町
税
を
滞
納
し
て
い
な
い
人

⑤
申
込
者
お
よ
び
現
に
同
居
し
、

　

ま
た
は
同
居
し
よ
う
と
す
る
親

　

族
が
、
暴
力
団
員
に
よ
る
不
当

　

な
行
為
の
防
止
等
に
関
す
る
法

　

律
第
２
条
第
６
号
に
規
定
す
る

　

暴
力
団
員
で
な
い
人

※
条
例
で
定
め
る
収
入
金
額
＝
世

帯
総
所
得
か
ら
控
除
額
を
引
い
た

≪　物　件　詳　細　≫
赤保内字栁沢15-20
1戸

水道使用料金×64/100
5月上旬

3DK（和室2部屋…6畳・8畳
洋室1部屋、DK8畳）
提出された所得課税証明書
の所得金額により決定
決定家賃の3カ月分

所 在 地
募 集 戸 数

汚水処理費
入居可能日

規 格

家 賃

敷 金

募集
健
康
増
進
ボ
ウ
リ
ン
グ

ス
ク
ー
ル

「はしかみサンデー２・４巡回バス」の運行について

来庁者用駐車場増設のお知らせ

◆運行時刻表

◆運行日

　今年度も 4月から 11月までの第 2、第 4日曜日に、階上駅からわっせ交流センターまで
巡回バスを運行します。運賃は無料となっておりますので、ぜひご利用ください。

来庁者用駐車場が完成しましたのでご利用ください。
【問】総務課　庶務グループ　☎ 88-2112

【問】総合政策課　政策推進グループ　☎ 88-2113　／　南部バス八戸営業所　☎ 44-7111

階上駅

国道４５号

階上町役場庁舎

一方通行

右折できません

新しく整備した
来庁者用駐車場

平成27年4月現在



広報はしかみ　2015・4

階上町の最新の歴史文化研究を掲載

23

お知らせ inforamation

■
申
し
込
み

　

５
月
２
日（
土
）か
ら
10
日（
日
）

ま
で
に
リ
サ
イ
ク
ル
プ
ラ
ザ
に
来

館
し
、
申
し
込
み
用
紙
を
提
出
し

て
く
だ
さ
い
。

※
電
話
で
の
申
し
込
み
や
代
理
申

　

し
込
み
は
で
き
ま
せ
ん
。

■
公
開
抽
選

　

公
開
抽
選
後
、
当
選
者
に
の
み

は
が
き
で
お
知
ら
せ
い
た
し
ま
す
。

■
引
き
取
り

　

５
月
16
日（
土)

か
ら
24
日（
日)

ま
で
に
当
選
は
が
き
と
代
金
を
お

持
ち
く
だ
さ
い
。
自
宅
ま
で
の
運

搬
は
ご
自
身
で
お
願
い
し
ま
す
。

︻
問
︼
八
戸
リ
サ
イ
ク
ル
プ
ラ
ザ

☎
（
７
０
）
２
３
９
６

　

階
上
町
農
村
婦
人
の
家
は
、
昭

和
59
年
４
月
１
日
よ
り
地
域
の
共

同
学
習
の
場
、
集
会
加
工
施
設
等

と
し
て
使
用
さ
れ
て
き
ま
し
た

が
、
施
設
の
老
朽
化
が
著
し
く
、

平
成
27
年
３
月
31
日
を
も
っ
て
閉

館
す
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

　

32
年
間
も
の
長
き
に
わ
た
り
ご

利
用
し
て
い
た
だ
き
ま
し
て
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

︻
問
︼
産
業
振
興
課
農
林
水
産
グ

ル
ー
プ　

☎
（
８
８
）
２
１
１
６

■
コ
ー
ス

①
夜
コ
ー
ス

　

５
月
11
日
（
月
）
20
時
～

②
午
前
コ
ー
ス

　

５
月
13
日
（
水
）
10
時
～

③
午
後
コ
ー
ス

　

５
月
14
日
（
木
）
13
時
30
分
～

　

５
月
15
日
（
金
）
13
時
30
分
～

　

５
月
16
日
（
土
）
13
時
30
分
～

※
５
コ
ー
ス
の
い
ず
れ
か
選
ん
で

　

申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

■
場
所　

ゆ
り
の
木
ボ
ウ
ル

■
受
講
料

　

無
料
（
た
だ
し
、
初
回
の
み

テ
キ
ス
ト
代
・
保
険
料
と
し
て

５
０
０
円
か
か
り
ま
す
。）

︻
申
・
問
︼
健
康
増
進
ボ
ウ
リ
ン

グ
教
室
事
務
局

☎
（
４
５
）
１
０
２
２

　

青
森
職
業
能
力
開
発
促
進
セ
ン

タ
ー
八
戸
実
習
場
で
は
、
職
業
訓

練
「
住
宅
建
築
施
工
科
」
の
６
月

期
受
講
生
を
募
集
し
ま
す
。

○
応
募
資
格　

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
に

求
職
の
申
し
込
み
を
し
て
い
る
人

○
訓
練
内
容　

木
造
住
宅
の
施
工

方
法
に
関
す
る
技
能
・
知
識
の
習

得
（
建
築
Ｃ
Ａ
Ｄ
、構
造
材
施
工
、

内
外
装
施
工
、
測
量
技
術
な
ど
）

○
訓
練
期
間

　

６
月
10
日
～
12
月
７
日

○
定
員　

15
人

○
受
講
料

　

無
料
（
テ
キ
ス
ト
代
等
別
途
）

○
申
し
込
み

　

４
月
６
日
～
５
月
15
日

　

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
へ

■
訓
練
見
学
説
明
会

　

訓
練
の
内
容
を
理
解
し
て
い
た

だ
く
た
め
訓
練
見
学
説
明
会
を
開

催
し
ま
す
。

○
日
時

　

①
４
月
17
日　

10
時
～
12
時

　

②
５
月
７
日　

10
時
～
12
時

　
　

※
ど
ち
ら
か
選
択

○
参
加
費　

無
料

︻
申
・
問
︼
青
森
職
業
能
力
開
発

促
進
セ
ン
タ
ー
八
戸
実
習
場

☎
（
７
３
）
５
５
３
５

　

八
戸
リ
サ
イ
ク
ル
プ
ラ
ザ
で
は

住
民
の
皆
さ
ん
か
ら
不
用
品
と
し

て
提
供
さ
れ
た
家
具
や
自
転
車
な

ど
を
修
理
・
再
生
し
、
申
し
込
み

が
あ
っ
た
も
の
に
つ
い
て
抽
選
の

上
、
低
価
格
で
提
供
し
ま
す
。

■
申
し
込
み
対
象
者

　

階
上
町
、
八
戸
市
、
南
部
町
の

住
民
で
18
歳
以
上

募集
住
宅
建
築
施
工
科
受
講
生

お
よ
び
訓
練
見
学
説
明
会

お知らせ
階
上
町
農
村
婦
人
の
家

の
閉
館
に
つ
い
て

募集
八
戸
リ
サ
イ
ク
ル
プ
ラ
ザ

﹁
春
の
再
生
品
提
供
！
﹂

郷土誌「はしかみ」第71号を刊行しました
　町教育委員会では、町の豊かな自然と多彩な歴史文化を後世
に伝えるため、昭和 27 年より郷土誌「はしかみ」を刊行して
います。

■第 71 号掲載内容
　『北天の雄　阿弖流為と母礼と伊加古』
　『島守に残る戦争遺跡について』
　『三陸復興国立公園指定記念俳句募集のことを考える』など

■価　　格　1,000 円（税込）

■購　　入　
　4月 10日から販売します。
　教育委員会で購入、または電話・FAXで申し込んでください。
　（郵送の場合は、送料・手数料は購入者の負担となります。）

【申・問】教育課　社会教育グループ　☎ 88-2698 ／ FAX 88-1803
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春です。いろいろ質問してみましょう！

Q１．２７年度国民年金保険料はいくらですか？

Ｑ２．４月から大学３年生です。ハガキ形式の学生納付特例申請
　　書が送付されてきました。どうしたらいいの？

Ｑ３．４月から社会人になり厚生年金になりました！
　　学生で納付特例を受けていた期間の支払いをすることは可能？

Ａ.　１５,５９０円です。

Ａ.　引き続き納付特例を希望する場合は、必要事項を記入してポ
　ストへ。保険料の納付を希望する場合は、年金事務所に連絡しま
　しよう。納付書が送られてきます。

27年度協会けんぽ青森支部の健康保険料率について
　全国健康保険協会（協会けんぽ）青森支部では、県内の中小企業の従業員とそのご家族が加入する健康保険事
業を運営しています。
　27年度における当支部の健康保険料率は、例年より１カ月遅れの 4月分（5月納付分）保険料より 10.00％か
ら 9.98％に変更となります（介護保険料率も 1.72％から 1.58％に変更）。
　保険料額はホームページからご覧いただけます。

【問】全国健康保険協会青森支部　☎ 017-721-2713　／　http://www.kyoukaikenpo.or.jp/shibu/aomori/

【問】
　八戸年金事務所
　　　　　☎ 43-7369
　町民生活課
　戸籍住民グループ
　　　　　☎ 88-2872

Ａ.　可能です。追納制度を利用して老後の安心に役立てましょう。

人口と世帯数
平成 27 年 4 月 1 日現在

総人口
男
女

世帯数

14,080 人
7,036 人
7,044 人

5,804 世帯

（－ 50）
（－ 32）
（－ 18）
（－　5）

△ 3 月 11 日に行われた 3・11
津波防災パレード。震災から 4
年が経過し、防災意識が低くな
りがちですが、災害は忘れた頃
にやってきます。避難グッズを
部屋に用意しておくなど、常に
災害の発生に備えることで、大
切な命を守りましょう。（田村）

※他市町村に届け出た人で掲載を希望する場合は、町民生活課☎ 88-2872 までご連絡ください。

平成 27 年 3月受付分（敬称略）

編集後記

【お誕生おめでとう】 【お悔やみ申し上げます】
（父の名・母の名）					地区

木　原　芽
め 　 い

唯（裕　太・皐　紀）

坂　本　彩
さ あ や

綾（恒　也・絵理香）

舘　　　燎
り ょ う が

駕（　　　・良　枝）

宗　前　栄
え い と

都（敬　輔・翔　子）

宗　前　慶
け い と

都（敬　輔・翔　子）

寅　谷　ひ
ひ な た

なた（陽　介・純　子）

寅　谷　重　雄（82・　榊　）

百目木　ト　シ（90・平　内）

佐々木　豊　吉（80・道　仏）

小　松　勝　美（92・道　仏）

中　居　　　正（79・耳ケ吠東）

石　川　市　男（49・道　仏）

笹　山　ス　ヱ（91・荒　谷）

田　子　サ　ワ（94・駅　前）

蒼　前

耳ケ吠東

耳ケ吠東

野場中

野場中

駅　前

（希望者の分を掲載しています）
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行事＆くらしのカレンダー 4/16（木）～5/15（金）

19 20 21 22 23 24 25

    16 17 18
 日 月 火 水 木 金 土

26 27 28 29 30 1 2

3 4 5 6 7 8 9

10 11 12 13 14 15

カレンダーの内容は
町ホームページにも掲載しています。
　　（トップ＞お役立ち情報）

4 月
燃やせる(東)
粗大(中・西)

缶・びん・ペット
雑誌・チラシ・
古布
乳児健診

缶・びん・ペット

収集なし

缶・びん・ペット
雑誌・チラシ・
古布

燃やせる(中・西)
粗大(東)
納税相談
行政・人権・
心配ごと相談
教育相談

燃やせる(中・西)
納税相談
開放日

燃やせる(中・西)

燃やせる(中・西)
納税相談
開放日

燃やせない

春のクリーン
アップデー
グランドゴルフ
大会（登山口公園
9:00-12:00）

階上町議会議
員一般選挙投
票日

翌週収集

燃やせる(蒼西)

燃やせる(東)

燃やせる(東)
町教育振興大会
町教育振興大会

※休日ですが
　収集します。

燃やせる(東)

燃やせる(東)

町民プールオー
プン（13:00-21:00）

燃やせる(蒼西)

燃やせる(蒼西)

燃やせる(蒼西)

燃やせる(蒼西)

ご

ご

健

ご

ご

ご

ご

相
相

相

相

相

相

民

民

民

相

健

ご

ご

ご

ご

相

ご

ご

ご

ご

ご

ご

ご

ご

ご

ご

ご

昭和の日 5 月

憲法記念日

中央・
西部地域

石鉢、蒼前、野場中、角柄折、金山沢、
田代、晴山沢、平内、鳥屋部、赤保内、
耳ケ吠西

耳ケ吠東、荒谷、大蛇、追越、榊、駅前
道仏、小舟渡

○ごみは、必ず透明な袋に入れて出してください。
〇ごみは、収集日

4 4 4

に、自分の住んでいる地域のごみ
　収集所へ、朝 8 時までに出してください。
〇ごみの量や交通事情などにより同じ時間に収集車
　が来るとは限りません。

東部地域

聞き逃し
たと思っ
たら

防災無線電話応答サービス
80-1220

みどりの日 こどもの日 振替休日

ごみ収集日（中・西：中央、西部地域／東：東部地域／蒼西：蒼前西地域／地域名の表示がないのは全地域収集）
行政・人権・心配ごと相談（第 3火曜日、ハートフルプラザ、13:00 ～ 15:00）
教育相談（第 3火曜日、ハートフルプラザ、13:00 ～ 16:00）
夜間納税相談（毎週火曜日、税務課、17:30 ～ 19:30）
民俗資料収集館開放日（第 2・4火曜日、9:00 ～ 16:00、
ボランティアガイドが案内します）
乳幼児健診

ごみ収集の地域区分

各課直通電話をご利用ください

過去6回分まで確認できます
（時報含）

88-2129
88-2114
88-2872
88-2119

88-2219・2162
88-2641
88-2115
88-2049
88-2946
88-2112
88-2873
88-2113
88-2874
88-2116
88-2875
88-2120
88-2118
88-2495

88-2698・2764
88-2369

賦 課 グ ル ー プ
収 納 グ ル ー プ
戸籍住民グループ
生活環境グループ
健康増進グループ
福 祉 グ ル ー プ
介 護 グ ル ー プ

庶 務 グ ル ー プ
行政防災グループ
政策推進グループ
財 政 グ ル ー プ
農林水産グループ
商工観光グループ
下水道グループ
土木建設グループ
学校教育グループ
社会教育グループ

税 務 課

町民生活課

保健福祉課

総 務 課

総合政策課

産業振興課

建 設 課

教 育 課

出 納 室
農 業 委 員 会

議 会 事 務 局
土・日・祝日および17:00以降のご連絡は㈹88-2111へお願いします。

 課名・グループ名等 直通電話番号

１
階

２
階

３階
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はしかみ

少
年
・
女
性
消
防
ク
ラ
ブ
の
活
動
が
認
め
ら
れ
る

消
防
庁
長
官
表
彰
お
よ
び
県
知
事
表
彰
を
受
賞

～
第
３
回
素
人
歌
謡
紅
白
歌
合
戦
～

～
階
上
中
学
校
と
道
仏
中
学
校
で
卒
業
式
～

　

３
月
24
日
、
小
舟
渡
少
年
消
防

ク
ラ
ブ
は
東
京
都
千
代
田
区
で
消

防
功
労
表
彰
（
消
防
庁
長
官
表
彰
）

を
受
賞
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
３
月
25
日
に
は
、
小
舟

渡
女
性
消
防
ク
ラ
ブ
が
青
森
市
で

青
森
県
消
防
功
労
表
彰
（
県
知
事

賞
）
を
受
賞
し
ま
し
た
。

　

両
ク
ラ
ブ
と
も
、
日
頃
か
ら
地

域
防
災
訓
練
へ
の
参
加
し
て
い
る

こ
と
や
年
末
に
防
火
パ
レ
ー
ド
を

実
施
し
て
い
る
こ
と
な
ど
、
防
火
・

防
災
の
普
及
活
動
が
認
め
ら
れ
た

こ
と
で
、
今
回
の
受
賞
と
な
っ
た

も
の
で
す
。

　

３
月
26
日
、
両
ク
ラ
ブ
は
浜
谷

豊
美
町
長
を
訪
れ
、
受
賞
の
報
告

を
行
い
ま
し
た
。

　

小
舟
渡
少
年
消
防
ク
ラ
ブ
員
の

佐
京
優
衣
さ
ん
（
小
舟
渡
小
６
年

生
）
は
「
活
動
を
続
け
る
の
は
大

変
で
す
が
、
こ
れ
か
ら
も
頑
張
っ

て
い
き
た
い
で
す
」
と
決
意
を
新

た
に
し
て
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
小
舟
渡
女
性
消
防
ク
ラ

ブ
会
長
の
黒
坂
貞
子
さ
ん
は
「
結

成
し
て
か
ら
20
年
。
こ
れ
ま
で
の

活
動
が
認
め
ら
れ
て
の
受
賞
は
と

て
も
嬉
し
く
思
い
ま
す
。
今
後
は

若
い
力
も
取
り
入
れ
て
火
災
の
な

い
地
域
づ
く
り
を
目
標
に
頑
張
っ

て
い
き
た
い
で
す
」
と
喜
び
を
語

り
ま
し
た
。

　

受
賞
の
報
告
を
受
け
た
浜
谷
町

長
は
「
今
回
の
受
賞
は
少
年
、
女

性
の
両
消
防
ク
ラ
ブ
や
、
消
防
団

が
一
体
に
な
っ
て
地
域
の
防
火
に

取
り
組
ん
で
き
た
結
果
。
引
き
続

き
安
心
・
安
全
の
た
め
に
頑
張
っ

て
ほ
し
い
」
と
激
励
し
、
受
賞
し

た
両
ク
ラ
ブ
を
た
た
え
ま
し
た
。

　

第
３
回
素
人
歌
謡
紅
白
歌
合
戦

が
２
月
22
日
、
森
の
交
流
館
で
行

わ
れ
ま
し
た
。

　

農
閑
期
に
地
域
で
楽
し
め
る
イ

ベ
ン
ト
を
と
、
鳥
屋
部
地
区
ま
ち

づ
く
り
実
行
委
員
会
と
フ
ォ
レ
ス

ト
ピ
ア
階
上
を
運
営
す
る
特
定
非

営
利
活
動
法
人
ワ
ー
カ
ー
ズ
コ
ー

プ
階
上
事
業
所
で
組
織
す
る
実
行

委
員
会
（
小
沢
勝
委
員
長
）
が
企

　

３
月
14
日
、
階
上
中
学
校
で
卒

業
証
書
授
与
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

同
校
の
卒
業
式
は
今
回
で
44
回
目
。

１
０
５
人
の
卒
業
生
が
、
未
来
へ

向
か
っ
て
新
た
な
道
を
歩
み
始
め

ま
し
た
。
式
で
は
加
藤
司
校
長
が

「
地
道
こ
そ
近
道
だ
と
い
う
こ
と
を

忘
れ
ず
、
努
力
を
積
み
重
ね
て
も

ら
い
た
い
」
と
式
辞
。
卒
業
生
代

表
の
赤
木
美
乃
さ
ん
（
写
真
左
）

が
「
こ
の
階
上
中
の
未
来
を
皆
さ

ん
に
託
し
ま
す
。
階
上
中
の
伝
統

と
と
も
に
階
上
魂
を
受
け
継
い
で

い
っ
て
く
だ
さ
い
」
と
在
校
生
に

向
け
て
答
辞
を
述
べ
ま
し
た
。

画
。
３
回
目
の
開
催
と
な
る
今
回

は
、
11
組
の
男
女
の
ほ
か
、
鳥
屋

部
地
区
え
ん
ぶ
り
組
や
赤
保
内
駒

踊
り
保
存
会
な
ど
が
出
演
し
ま
し

た
。

　

訪
れ
た
観
客
約
２
０
０
人
は
披

露
さ
れ
る
見
事
な
歌
や
踊
り
を
楽

し
ん
で
い
ま
し
た
。

　
（
写
真
）
自
慢
の
歌
声
を
披
露
す
る

　
　
　
　
　
出
場
者

　

ま
た
同
日
、
道
仏
中
学
校
で
も

卒
業
証
書
授
与
式
が
行
わ
れ
ま
し

た
。
今
回
で
68
回
目
と
な
る
同
校

の
卒
業
式
。
43
人
の
卒
業
生
が
、

希
望
を
胸
に
新
た
な
道
へ
の
第
一

歩
を
踏
み
出
し
ま
し
た
。
式
で
は

藤
田
浩
司
校
長
が
「
今
後
は
自
分

の
力
で
歩
い
て
い
く
こ
と
を
切
に

願
う
」
と
式
辞
。
卒
業
生
代
表
の

鹿
倉
陸
く
ん
（
写
真
右
）
が
「
次

は
皆
さ
ん
が
道
仏
中
を
作
る
番
。

道
仏
中
の
伝
統
に
皆
さ
ん
ら
し
さ

を
加
え
母
校
を
発
展
さ
せ
て
く
だ

さ
い
」
と
在
校
生
に
向
け
て
答
辞

を
述
べ
ま
し
た
。

　
（
写
真
）
浜
谷
町
長
に
受
賞
報
告
す

　
　
　
　

る
両
ク
ラ
ブ
員
ら

地
域
の
活
性
化
を
願
い

未
来
に
向
か
っ
て
飛
び
立
つ




